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（お知らせ） 

                      平成２８年１０月１９日 

京 都 市 保 健 福 祉 局 

 担当：子育て支援部保育課 

電話：２５１－２３９０ 

 

「市営保育所の今後のあり方に関する基本方針（改定版）」に基づく 

市営保育所の民間移管に係る移管先の候補となる法人等の選定結果について 

 

京都市では，平成２６年１０月に策定した「市営保育所の今後のあり方に関する基本

方針（改定版）」に基づき，平成２９年度から３年間で６箇所の市営保育所を民間移管

することとしています。 

この度，平成３０年度民間移管対象保育所（聚楽保育所及び山ノ本保育所）の移管先

の候補となる法人等（以下「移管先候補者」という。）について公募を行い，学識経験

者等で構成する京都市子ども・子育て会議 児童福祉分科会 市営保育所移管先選定部会

（以下「選定部会」という。）における審議を踏まえ，下記のとおり移管先候補者の選

定を行いましたので，お知らせします。 

 

記 

 

１ 民間移管対象保育所 

名称 所在地 定員 

京都市聚楽保育所 京都市中京区聚楽廻松下町９－４ １１０名 

京都市山ノ本保育所 京都市南区上鳥羽山ノ本町６１  ６０名 

 

２ 公募の概況 

（１）募集日程 

平成２８年７月１４日（木）～８月２６日（金） 募集要項等の配布 

     ７月１４日（木）～７月２８日（木） 質疑の受付期間 

     ８月 １日（月）～８月 ８日（月） 質疑の回答 

     ８月２２日（月）～８月２６日（金） 申請書類の受付期間 

 

（２）応募団体（移管保育所ごと） 

 移管保育所 応募団体 

京都市聚楽保育所 応募なし 

京都市山ノ本保育所 社会福祉法人 大原野児童福祉会 
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３ 移管先候補者 

移管保育所 法人及び代表者 主たる事務所の所在地 

京都市山ノ本保育所 
社会福祉法人 大原野児童福祉会 

理事長  櫛引 雄一 

京都市西京区大原野上羽町 

３１１－２ 

 

４ 選定の概況 

  選定部会において，京都市山ノ本保育所移管先法人等募集要項（以下「募集要項」

という。）に基づき審査を行い，当該審査結果を踏まえ，移管先候補者として選定

しました。 

（１）選定理由について 

選定部会において，応募団体の運営管理体制や現在運営している施設における保

育等の状況，移管保育所の移管後における運営理念，運営計画及び施設運営体制等

について，審査基準に基づき審査しました。 

（選定部会による評価） 

移管先候補者：社会福祉法人 大原野児童福祉会（応募施設：京都市山ノ本保育所） 

 ア 運営実績 

・ 当法人は，現在，京都市内で１箇所の幼保連携型認定こども園を運営する

法人です。運営する施設は，昭和５５年に保育園として設立されましたが，

多様な保育ニーズに応えるため，平成２７年に幼保連携型認定こども園に移

行しました。 

・ 乳児においては担当制，幼児においては異年齢保育を導入し，豊かな心身

を育てることを理念とし，子どもの主体性を尊重した保育を実施していま

す。 

・ 月１回，園だより，クラスだより，給食だより等を配布するとともに，ホ

ームページで保育方針や保育園での１日の流れ，年間行事予定等を閲覧でき

るようにするなど，積極的に情報公開を行っています。 

・ 人材育成においては，外部講師による月１回の園内研修の実施及び京都市

や保育園連盟主催の外部研修への参加等，園内外での研修に計画的に取り組

んでいます。 

 

 イ 事業計画 

・ 乳児における担当制，幼児における異年齢保育等，移管保育所の現状に即

した運営計画となっており，保育の質の確保・向上については，園内外の研

修への参加や職員一人ひとりが自己研鑽できる職場づくり等の取組が具体

的に計画されていることを評価しました。 

・ これまで山ノ本保育所で取り組んできた地域の関係機関との連携の継続，

園庭開放，子育て相談等，地域における子育て支援に対する考え方や今後行

う予定の取組について評価しました。 

・ 配慮が必要な子どもへの対応について，これまでの経験をいかし，保護者
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や専門機関と連携しながら取り組んでいく内容が具体的に計画されていま

す。 

 ・ 職員の配置計画においては，移管後の職員配置を見据えた人材確保及び職

員の育成が具体的に計画されており，現在当法人が運営する施設について

も，移管を受けることによる影響が最小限となるよう考慮されています。 

 

 ウ 実地審査 

・ 子どもの自主性を尊重し，一人ひとりが自主的に遊びや食事等を行うこと

ができる環境を整備するとともに，職員が丁寧に子どもに関わり，子どもた

ちが安心して過ごしている様子を確認しました。 

・ 戸外で自然に触れたり，園庭や農園で野菜の栽培や収穫をするなど，周辺

の豊かな自然環境をいかした保育に取り組んでいることを確認しました。 

・ 評価項目全般にわたって高く評価しましたが，特に，子どもの尊重，保育

の実施内容に関する項目について十分な取組が行われていることを確認し

ました。 

 

 

［ 講 評 ］ 

・ 当法人は，子どもの自主性を尊重し，子どもが自ら選択できる環境を提供

するとともに，保護者が安心できるよう積極的な情報公開に取り組んでいま

す。移管後においても同様の姿勢で取り組まれることを期待します。 

・ これまで当法人が行ってきた保育実践を踏まえ，子ども一人ひとりを主体

として受け止め，子どもや保護者の思いに寄り添う保育を今後もより一層充

実させ，山ノ本保育所の保育の円滑な引継ぎに努められることを期待しま

す。 
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（２）審査結果一覧 

  山ノ本保育所 

審査項目 
配点 

社会福祉法人 

大原野児童福祉会 大項目 中項目 

運営実績 

（申請団体

等の状況） 

１ 団体等の組織内連携 ２ ２ 

２ 団体等の運営管理体制 ３４ ３０ 

３ 現在運営している保育園の状況 ２４ ２１ 

小  計 ６０ ５３ 

２５点満点換算 ２５ ２２．１ 

事業計画 

（応募施設

の 運 営 計

画） 

１ 応募施設の運営理念 ８ ８ 

２ 応募施設の運営計画 ４０ ３９ 

３ 応募施設の施設運営体制 ２０ １７ 

４ 応募施設の経営管理計画 ４ ４ 

５ 応募施設の危機・安全管理 ２０ １８ 

６ 上記以外で特にＰＲしたい内容 １０ １０ 

小 計 １０２ ９６ 

７５点満点換算 ７５ ７０．６ 

書面審査計（１００点満点換算） １００ ９２．７ 

第１ 

子どもの尊重 
１ 保育方針の共通理解と保育課程等の作成 ２ ２ 

２ 子どもの発達や状況に応じた適切な援助の実施 ２ ２ 

３ 快適な施設環境の確保 ４ ３ 

４ 一人ひとりの子どもに個別に対応する努力  ４ ４ 

５ 保育上，特に配慮を要する子どもへの取組  ８ ８ 

第２ 

保育の実施内容 

１ 保育の内容 ２４ ２４ 

２ 健康管理・衛生管理・安全管理 ４ ４ 

３ 人権の尊重 ４ ３ 

４ 保護者との交流・連携 １２ １２ 

第３ 

地域支援機能 

１ 地域のニーズに応じた子育て支援サービスの提供  ２ ２ 

２ 保育園の専門性を活かした相談機能 ４ ４ 

第４ 

開かれた運営 

１ 保育園の地域開放・地域コミュニティー

への働きかけ 
２ １ 

２ サービス内容等に関する情報提供 ２ ２ 

実地審査小計 ７４ ７１ 

実地審査計（５０点満点換算） ５０ ４８．０ 

合 計 １５０ １４０．７ 
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５ 今後の取組 

今回，移管先候補者の選定を行った山ノ本保育所については，今後，京都市保育所

条例の改正議案を平成２９年２月市会に提案し，議決を得られた場合は，引継ぎ・共

同保育の実施等を経て，平成３０年４月から市営保育所としては廃止し，移管先候補

者に移管することとします。また，移管後，最長１年間，共同保育を実施します。 

また，今回，応募がなかった聚楽保育所については，応募がなかった理由を丁寧に

検証し，再公募に向けた取組を進めます。 

 

 

＜参考＞ 選定部会における審査の実施状況 

１ 選定部会委員（五十音順，敬称略） 

 氏   名 役 職 等 

部会長 安保 千秋 弁護士 

委 員 

安藤 和彦 京都文教短期大学幼児教育学科 教授 

清水 智 市民公募委員 

土江田 雅史 公認会計士 

藤木 惠 京都障害児者親の会協議会 評議員 

 

２ 審査日程 

８月２９日（月）～９月１４日（水） 委員による採点 

９月２０日（火） 第５回選定部会（書面審査（委員による合議）） 

 ３０日（金） 第６回選定部会（実地審査（委員による採点，合議）） 

１０月 ５日（水） 第７回選定部会（プレゼンテーション審査，ヒアリング審査）  

   なお，第１回から第４回までの選定部会においては，募集要項に係る審議を行っています。 


